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第４章　各教科等における食に関する指導

１　食に関する指導の展開

　　学校における食育は、食に関する指導によって推進される。食に関する指導の基本的な考え方、指導方

針等を明確にし、教職員の共通理解を図り、学校給食を生きた教材として活用しつつ、給食の時間はもと

より、各教科や外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動、自立活動といった教育活動全体を通して行

われることが必要である。食に関する指導は、各教科等で行われるが、学習指導要領では、各教科等の目

標を達成する観点から食に関する内容や教材等が扱われ、関連の程度は、各教科等の特性により異なって

いる。

　　しかし、教科等にはそれぞれ固有の目標や内容があり、それらと食に関する指導の目標や内容が必ずし

も一致しない場合、教科等における指導の目標が曖昧になることも考えられる。まず、児童生徒の当該の

教科等の目標や内容を身に付けさせることを第一義的に考え、その実現の過程に「食育の視点」を位置付

け、意図的に指導することが重要である。「食育の視点」とは、「食に関する指導の目標」を達成するため

の視点であるが、それぞれの視点に関わる資質・能力（知識・技能）（思考力・判断力・表現力等）（学び

に向かう力・人間性等）の三つの柱に沿った児童生徒等の実態に応じた具体的な目標を設定し「何ができ

るようになるか」を意識し、主体的・対話的で深い学びとなるよう授業改善を進めていくことが重要であ

る。また、「食育の視点」を評価の指標として活用することから、「食育の視点」に示した姿に到達したか

どうか、児童生徒の変容を見取り評価資料として視点別に整理・蓄積しておくことも重要である。

２　食に関する指導を行う中核的な教科における食に関連する内容

【小学校；家庭】

　小学校家庭科の目標

　　　生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して，

生活をよりよくしようと工夫する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

　　⑴　家族や家庭，衣食住，消費や環境などについて，日常生活に必要な基礎的な理解を図るとともに，

それらに係る技能を身に付けるようにする。

　　⑵　日常生活の中から問題を見いだして課題を設定し，様々な解決方法を考え，実践を評価・改善し，

考えたことを表現するなど，課題解決の力を養う。

　　⑶　家庭生活を大切にする心情を育み，家族や地域の人々との関わりを考え，家族の一員として生

活をよりよくしようと工夫する実践的な態度を養う。

〈出典　「小学校学習指導要領　家庭編（平成29年度告示）解説」　平成29年３月　文部科学省　Ｐ12〉
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　Ｂ　衣食住の生活

　　⑴　食事の役割について、次の事項を指導する。

　　　ア　食事の役割が分かり、日常の食事の大切さと食事の仕方について理解すること。

　　　イ　楽しく食べるために日常の食事の仕方を考え、工夫すること。

　　⑵　調理の基礎について、次の事項を指導する。

　　　ア　次のような知識及び技能を身に付けること。

　　　　ア　調理に必要な材料の分量や手順が分かり、調理計画について理解すること。

　　　　イ　調理に必要な用具や食器の安全で衛生的な取扱い及び加熱用調理器具の安全な取扱いについ

て理解し、適切に使用できること。

　　　　ウ　材料に応じた洗い方、調理に適した切り方、味の付け方、盛り付け、配膳及び後片付けを理

解し、適切にできること。

　　　　エ　材料に適したゆで方、いため方を理解し、適切にできること。

　　　　オ　伝統的な日常食である米飯及びみそ汁の調理の仕方を理解し、適切にできること。

　　　イ　おいしく食べるために調理計画を考え、調理の仕方を工夫すること。

　　⑶　栄養を考えた食事について、次の事項を指導する。

　　　ア　次のような知識を身に付けること。

　　　　ア　体に必要な栄養素の種類と主な働きについて理解すること。

　　　　イ　食品の栄養的な特徴が分かり、料理や食品を組み合わせてとる必要があることを理解すること。

　　　　ウ　献立を構成する要素が分かり、１食分の献立作成の方法について理解すること。

　　　イ　１食分の献立について栄養のバランスを考え、工夫すること。

　　　ウ　⑶のアのアについては、五大栄養素と食品の体内での主な働きを中心に扱うこと。ウについて

は、献立を構成する要素として主食、主菜、副菜について扱うこと。

〈参考　「小学校学習指導要領　家庭編（平成29年度告示）解説」　平成29年３月　文部科学省　Ｐ34～Ｐ37．Ｐ43～Ｐ44〉

【中学校；技術・家庭（家庭分野）】

　中学校家庭分野の目標

　　　生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して，

よりよい生活の実現に向けて，生活を工夫し創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

　　⑴　家族・家庭の機能について理解を深め，家族・家庭，衣食住，消費や環境などについて，生活

の自立に必要な基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付けるようにする。

　　⑵　家族・家庭や地域における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実

践を評価・改善し，考察したことを論理的に表現するなど，これからの生活を展望して課題解決

する力を養う。

　　⑶　自分と家族，家庭生活と地域との関わりを考え，家族や地域の人々と協働し，よりよい生活の

実現に向けて，生活を工夫し創造しようとする実践的な態度を養う。

〈出典　「中学校学習指導要領　技術・家庭編（平成29年度告示）解説」　平成29年３月　文部科学省　Ｐ62〉
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　Ｂ　衣食住の生活

　　⑴　食事の役割と中学生の栄養の特徴

　　　ア　次のような知識を身に付けること。

　　　　ア　生活の中で食事が果たす役割について理解すること。

　　　　イ　中学生に必要な栄養の特徴が分かり、健康によい食習慣について理解すること。

　　　イ　健康によい食習慣について考え、工夫すること。

　　⑵　中学生に必要な栄養を満たす食事

　　　ア　次のような知識を身に付けること。

　　　　ア　栄養素の種類と働きが分かり、食品の栄養的な特質について理解すること。

　　　　イ　中学生の１日分に必要な食品の種類と概量が分かり、１日分の献立作成の方法について理解

すること。

　　　イ　中学生の１日分の献立について考え、工夫すること。

　　⑶　日常食の調理と地域の食文化

　　　ア　次のような知識及び技能を身に付けること。

　　　　ア　日常生活と関連付け、用途に応じた食品の選択について理解し、適切にできること。

　　　　イ　食品や調理用具等の安全と衛生に留意した管理について理解し、適切にできること。

　　　　ウ　材料に適した加熱調理の仕方について理解し、基礎的な日常食の調理が適切にできること。

　　　　エ　地域の食文化について理解し、地域の食材を用いた和食の調理が適切にできること。

　　　イ　日常の１食分の調理について、食品の選択や調理の仕方、調理計画を考え、工夫すること。

〈参考　「中学校学習指導要領　技術・家庭編（平成29年度告示）解説」　平成29年３月　文部科学省　Ｐ83～Ｐ89〉

【小学校；体育（保健領域）】

　小学校体育科の目標

　　体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を見付け，その解決に向けた学習過程を通して，心と体

を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための

資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

　　⑴　その特性に応じた各種の運動の行い方及び身近な生活における健康・安全について理解するととも

に，基本的な動きや技能を身に付けるようにする。

　　⑵　運動や健康についての自己の課題を見付け，その解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝

える力を養う。

　　⑶　運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，楽しく明るい生活を営む態度を養う。

〈出典　「小学校学習指導要領　体育編（平成29年度告示）解説」　平成29年３月　文部科学省　Ｐ17〉
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　Ｇ　保健

　［第３学年及び第４学年］

　　⑴　健康な生活について、課題を見付け、その解決を目指した活動を通して次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。

　　　ア　健康な生活について理解すること。

　　　　イ　毎日を健康に過ごすには、運動、食事、休養及び睡眠の調和のとれた生活を続けること、ま

た、体の清潔を保つことなどが必要であること。

　　　イ　健康な生活について課題を見付け、その解決に向けて考え、それを表現すること。

　　⑵　体の発育・発達について、課題を見付け、その解決を目指した活動を通して次の事項を身に付け

るよう指導する。

　　　ア　体の発育・発達について理解すること。

　　　　ウ　体をよりよく発育・発達させるには、適切な運動、食事、休養及び睡眠が必要であること。

　　　イ　体がよりよく発育・発達するために、課題を見付け、その解決に向けて考え、それを表現すること。

　［第５学年及び第６学年］

　　⑶　病気の予防について、課題を見付け、その解決を目指した活動を通して身に付けることができる

よう指導する。

　　　ア　病気の予防について理解すること。

　　　　イ　病原体が主な要因となって起こる病気の予防には、病原体が体に入るのを防ぐことや病原体

に対する体の抵抗力を高めることが必要であること。

　　　　ウ　生活習慣病など生活行動が主な要因となって起こる病気の予防には、適切な運動、栄養の偏

りのない食事をとること、口腔の衛生を保つことなど、望ましい生活習慣を身に付ける必要が

あること。

　　　イ　病気を予防するために、課題を見付け、その解決に向けて思考し判断するとともに、それらを

表現すること。

〈参考　「小学校学習指導要領　体育編（平成29年度告示）解説」　平成29年３月　文部科学省 P105〜108、Ｐ155〉

【中学校；保健体育（保健分野）】

　中学校保健体育科（保健分野）の目標

　⑴　個人生活における健康・安全について理解するとともに，基本的な技能を身に付けるようにする。

　⑵　健康についての自他の課題を発見し，よりよい解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝

える力を養う。

　⑶　生涯を通じて心身の健康の保持増進を目指し，明るく豊かな生活を営む態度を養う。

〈出典　「中学校学習指導要領　保健体育編（平成29年度告示）解説」　平成29年３月　文部科学省　Ｐ206〉
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　２内　容

　⑴　健康な生活と疾病の予防

　　　健康な生活と疾病の予防について、課題を発見し、その解決を目指した活動を通して、次の事項を

身に付けることができるよう指導する。

　　ア　健康な生活と疾病の予防について理解を深めること。

　　　イ　健康の保持増進には、年齢、生活環境等に応じた運動、食事、休養及び睡眠の調和のとれた生

活を続ける必要があること。

　　　ウ　生活習慣病などは、運動不足、食事の量や質の偏り、休養や睡眠の不足などの生活習慣の乱れ

が主な要因となって起こること。また、生活習慣病の多くは、適切な運動、食事、休養及び睡眠

の調和のとれた生活を実践することによって予防できること。

　　　オ　感染症は、病原体が主な要因となって発生すること。また、感染症の多くは、発生源をなくす

こと、感染経路を遮断すること、主体の抵抗力を高めることによって予防できること。

　　　カ　健康の保持増進や疾病の予防のためには、個人や社会の取組が重要であり、保健・医療機関を

有効に利用することが必要であること。また、医薬品は、正しく使用すること。

　　イ　健康な生活と疾病の予防について、課題を発見し、その解決に向けて思考し判断するとともに、

それらを表現すること。

〈参考　「中学校学習指導要領　保健体育編（平成29年度告示）解説」平成29年３月　文部科学省　Ｐ207～Ｐ208〉

【小・中学校；総合的な学習の時間】

　総合的な学習の時間の目標

　　探究的な見方・考え方を働かせ，横断的・総合的な学習を行うことを通して，よりよく課題を解決し，

自己の生き方を考えていくための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

　　⑴　探究的な学習の過程において，課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わる概

念を形成し，探究的な学習のよさを理解するようにする。

　　⑵　実社会や実生活の中から問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して，

まとめ・表現することができるようにする。

　　⑶　探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，積極的に社

会に参画しようとする態度を養う。

〈出典　「小・中学校学習指導要領　総合的な学習編（平成29年度告示）解説」　平成29年３月　文部科学省　Ｐ８〉

第４章　指導計画の作成と内容の取扱い

　第１節　指導計画の作成に当たっての配慮事項

　　１．指導計画の作成に当たっては、次の事項に配慮するものとする。

　　　⑴　年間や、単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資質・能力の育成に向けて、

児童の主体的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること。その際、児童や学校、地域の実態

等に応じて、児童が探究的な見方・考え方を働かせ、教科等の枠を超えた横断的・総合的な学習や

児童の興味・関心等に基づく学習を行うなど創意工夫を生かした教育活動の充実を図ること。
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　　　⑵　全体計画及び年間計画の作成に当たっては、学校における全教育活動との関連の下に、目標及び

内容、学習活動、指導方法や指導体制、学習の評価の計画などを示すこと。

　　　⑶　他教科等及び総合的な学習の時間で身に付けた資質・能力を相互に関連付け、学習や生活におい

て生かし、それらが総合的に働くようにすること。その際、言語能力、情報活用能力など全ての学

習の基盤となる資質・能力を重視すること。

　　　⑷　他教科等の目標及び内容との違いに留意しつつ、第１の目標並びに第２の各学校において定める

目標及び内容を踏まえた適切な学習活動を行うこと。

　　　⑸　各学校における総合的な学習の時間の名称については、各学校において適切に定めること。

　　　⑹　障がいのある児童などについては、学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた指導内容や指導

方法の工夫を計画的、組織的に行うこと。

　　　⑺　第１章総則の第１の２の⑵に示す道徳教育の目標に基づき、道徳科などとの関連を考慮しなが

ら、第３章特別の教科道徳の第２に示す内容について、総合的な学習の時間の特質に応じて適切な

指導をすること。

〈出典　「小・中学校学習指導要領　総合的な学習編（平成29年度告示）解説」　平成29年３月　文部科学省　Ｐ35～Ｐ44〉

３　学級活動と食に関する指導

　小・中学校の学級活動の目標

　　学級や学校での生活をよりよくするための課題を見いだし，解決するために話し合い，合意形成し，

役割を分担して協力して実践したり，学級での話し合いを生かして自己の課題の解決及び将来の生き

方を描くために意思決定して実践したりすることに，自主的，実践的に取り組むことを通して，第１

の目標に掲げる資質・能力を育成することを目指す。

〈出典　「小学校学習指導要領　特別活動編（平成29年度告示）解説」　平成29年３月　文部科学省　Ｐ43〉

〈出典　「中学校学習指導要領　特別活動編（平成29年度告示）解説」　平成29年３月　文部科学省　Ｐ40〉

【小学校】

〈参考　「小学校学習指導要領　特別活動編（平成29年度告示）解説」　平成29年３月　文部科学省　Ｐ43～47〉
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【中学校】

〈参考　「中学校学習指導要領　特別活動編（平成29年度告示）解説」　平成29年３月　文部科学省　Ｐ40～Ｐ45〉

〈出典　「小学校学習指導要領　特別活動編（平成29年度告示）解説」　平成29年３月　文部科学省　Ｐ46〉
〈出典　「中学校学習指導要領　特別活動編（平成29年度告示）解説」　平成29年３月　文部科学省　Ｐ44〉

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  日常生活における共通の問題から教師が設定した 

題材について知り，自己の現状を理解したり，解決 

すべき自己の課題や将来に向けた自己の生き方に関 

する課題を見いだしたりする。 

 題材について，共通の問題について 

確認し合い，原因や改善の必要性を探 

ったり，具体的な解決方法などを見付

けたりするために話し合う。 

活
動
内
容 

①問題の発見・確認 ②解決方法等の話し合い 

③解決方法の決定 ④決めたことの実践 

ア 自他の個性の理解と尊重、よりよい人間関係の形成 

イ 男女相互の理解と協力 

ウ 思春期の不安や悩みの解決、性的な発達への対応 

エ 心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成 

オ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成 

学級活動（２）,（３）の学習過程（例）

 話合い活動で見付けた解決 

方法等を参考にし，自分に合っ

た具体的な解決方法を決めるな

ど，「意思決定」する。 

 意思決定した解決方法や活

動内容について粘り強く実践

する。 

 

 実践を定期的に振り返り， 

意識化を図るとともに，結果 

を分析し，次の課題解決に生 

かす。実践の継続や新たな課 

題の発見につなげる。 

⑤振り返り 
 

 
次
の
課
題
解
決
へ 

＜引用 「中学校学習指導要領 特別活動編(平成 29年度告示)解説」 平成29年 3月 文部科学省 P40～Ｐ45＞ 

＜引用 「小学校学習指導要領 特別活動編(平成 29年度告示)解説」 平成29年 3月 文部科学省 P46＞ 

＜引用 「中学校学習指導要領 特別活動編(平成 29年度告示)解説」 平成29年 3月 文部科学省 P44＞
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小学校実践例

学級活動⑵　エ　小学１年生　「食事のマナー」

実態と課題

　小学校に入学して２カ月が経過し、給食の様子を見ると食器の置き方、はしの持

ち方を始め、食事のマナーが身に付いていない児童がほとんどである。

　また、感謝の気持ちを込めて「いただきます」・「ごちそうさま」のあいさつをし

ている児童も少ない。

ね　ら　い
　自分の食べ方を振り返りながら、学級全員で楽しく食事をすることの重要性を理

解し、マナーを守って楽しく食事をしていこうとする態度を育てる。

段階 学習活動・内容 時間 ○指導上の留意点　　＊評価

つ
　
か
　
む

１　本時のめあてをつかむ

　⑴　食事のマナークイズに挑戦し、給食

の約束を確認する。

　⑵　めあてを確認する。

　　
きゅうしょくをたのしくたべる

にはどうしたらいいのかな。

５ ○　給食時間を想起させ、ワークシートの

マナークイズから給食のマナーの様子、

約束を振り返る。（Ｔ１）

○　給食のマナーの振り返りから学習に対

する意欲を高める。（Ｔ１）

さ
ぐ
る
・
見
つ
け
る

２　食事のマナーについて知る。

　⑴　正しい食事のマナーとあいさつの意

味について確認する。

　⑵　マナーを守って楽しく食べることの

大切さを理解する。

３　どのようなことに気を付けて食べてい

くとよいか、食器、はしを実際に使って

練習しながら考える。

10

20

○　担任と実際の場面を演じながら正しい

食事のマナーを説明し、あいさつの意味

についても伝える。（Ｔ１・Ｔ２）

○　マナーを守ることは、一緒に食事をす

る人、作ってくださった方への思いやり

の気持ちであることを理解させる。（Ｔ１）

○　一人一人の状況に合わせ、正しいマ

ナーで食事をとるための具体的な方法を

わかりやすく説明し、正しい食器の置き

方、はしの持ち方、食べ方などについて

練習しながら確認させる。（Ｔ１・Ｔ２）

決
　
め
　
る

４　これから気を付けたいことについて考

え発表する。

10 ○　気を付けたいこと決めさせ、給食での

継続をうながし実践への意欲を高める。

（Ｔ１）

＊　マナーを守って楽しく食べていこうとす

る意欲が高まったか。（ワークシート・発表）

食育の視点：【食事の重要性】【社会性】
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＜参考「たのしい食事  つながる食育」文部科学省　平成28年２月＞
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小学校実践例

学級活動⑵　エ　小学２年生　「いろいろな食べ物を食べよう」

実態と課題
　好き嫌い調査の結果、苦手な食べ物がある児童は69％おり、給食時、教師に励ま
されたりしながら食べている。食生活の経験は個人差があり、食べている食品の名
前が分からない、又は、食べたことがない食材があるといった児童も見られる。

ね　ら　い 　好き嫌いをしないで食べることの大切さを知り、日常生活での実践意欲を高める。

段階 学習活動・内容 時間 ○指導上の留意点　　＊評価

つ
　
か
　
む

１　本時のめあてをつかむ。
　⑴　今日の給食に何が入っているか確認

する。
　⑵　本時のめあてを把握する。
　　

いろいろなたべものをたべるの
はなぜかな？

５ ○　当日の給食の食材カードを赤・緑・黄
の食品群に分けて黒板に貼る。（Ｔ２）

○　給食ではいろいろな食品が使われてい
ることに気付かせ、児童のつぶやきをめ
あてにつなげる。（Ｔ１）

さ
ぐ
る
・
見
つ
け
る

２　好き嫌いなく食べることの大切さを知る。
　⑴　３つの食品群のはたらきを知る。
　⑵　特に嫌いな児童の多い緑の食品につ

いて知る。
　　・なす
　　・トマト
　　・ピーマン

３　どんな食べ方をしたらよいか話し合う。
　⑴　どんな食べ方がよいか班ごとに話し

合う。
　⑵　話し合ったことを発表する。

30 ○　赤・緑・黄の３つのはたらきについて
説明する。（Ｔ２）

○　事前のアンケート結果を提示し、嫌い
な食べ物に緑の食品が多いことに気付か
せる。（Ｔ１）

○　緑の食品のクイズを出す。①～③を数
回繰り返すことで、緑の食品の効用につ
いて気付かせる。（Ｔ２）

　①　当日使用される食品、苦手な食品に
ついてのクイズを出す。

　②　児童から答えを引き出し、答えボッ
クスからその食品を取り出させる。

　③　答えの食品について特徴を知らせる。
○　ワークシートを配付する。アンケートの結

果を参考にしながら話し合わせる。（Ｔ１）
○　自分が実践することを考える際のヒン

トになるよう、児童の考えを整理しなが
ら板書する。（Ｔ１）

決
　
め
　
る

４　本時のまとめをする。
　⑴　給食でがんばって食べようと思う食

品に○をつける。

　⑵　ワークシートに自分が実践すること
を書き、発表する。

10 ○　苦手なものも食べることの重要性につ
いてまとめる。（Ｔ１）

○　給食をもとに、自分のことを振り返り、
食べる意欲をもたせる。（Ｔ１・Ｔ２）

○　自分にできることを１つ考えさせ、
ワークシートに記入させる。（Ｔ１）

○　一人一人の考えを発表させ、実践への
意欲を高めさせる。（Ｔ１）

＊　これからの食生活について、自分が実
践することを具体的に決めることができ
たか。

食育の視点：【心身の健康】
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＜参考文献：「素材たっぷり！食育手帳」東山書房　2015年８月＞

。
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小学校実践例

学級活動⑵　エ　小学３年生　「よくかんで食べよう」

実態と課題

　児童は軟らかい料理やあまりかまずに食べられる料理は好んで食べるが、大豆や
小魚、野菜、海藻類など、かみごたえのある食べ物は好まない傾向がある。また、
食べ方にも問題があり、給食を10分以内で食べ終わる児童や一口分のごはんをかむ
回数が５回以下など、かむ回数が少ない児童が多い。

ね　ら　い 　よくかんで食べることが体によいことを理解し、自分の食べ方を振り返り、よく
かむための実践方法を決めることができる。

段階 　学習活動・内容 時間 ○指導上の留意点　　＊評価

つ
　
か
　
む

１　一口分のごはんをかむ回数に違いがあ
ることに気付き、めあてをつかむ。

　 どうしたら　よくかんで食べられ
るかな？　

８ ○　給食の時間にごはんをかんだ回数を提
示し、かむ回数が少ない人が多いことに
気付かせ、めあてにつなげる。（Ｔ１）

さ
ぐ
る
・
見
つ
け
る

２　よくかむよさを知る。
　⑴　ごはんをかむ実験を通して分かった

ことを発表する。
　　 かむ回数 味 形 のみこみやすさ

５回
30回

　⑵　かむことの効果について聞く。
　　○あ  味がよく分かる
　　○は  歯並びがよくなりむし歯を防ぐ
　　○が  かみあわせがよくなりことばがはっ

きりする
　　○い  胃の調子がよくなる
　　○の  脳の働きがよくなる
　　○ち  力が出る
　　○だ  食べすぎを防ぐ
３　よくかむ方法を話し合う。
　・かむ回数を数えながら食べる。
　・すぐに飲み込まない。
　・食べ物が小さくなるまでかむ。
　・牛乳やみそ汁で流し食べをしない。
　・あごを大きく動かしてかむ。
　・おく歯でよくかむ。

12

15

○　給食時間にごはん一口分を５回と30回
かみ、形、味、飲み込みやすさを確かめ
たことをもとに、よくかむよさを引き出
す。� （Ｔ１）

○　歯の模型を用い、よくかむとあごが発
達し、歯並びがよくなること、それによ
り、むし歯予防や発音がよくなること、
かみ合わせがよくなり、運動でも力が出
せることなどを分かりやすく説明する。

� （Ｔ２）

○　ペアで話し合い、意見を出しやすくす
る。� （Ｔ１）

○　かまないで食べてしまう理由も考えさ
せ、よくかむ食べ方に反映させる。（Ｔ１）

○　ごはんをかむ実験やこれまでの経験か
ら、よくかむ方法を見つけられるよう支
援する。� （Ｔ２）

＊　よくかんで食べることの大切さや方法に
ついて理解することができたか。�（発表）

決
　
め
　
る

４　よくかんで食べるために自分で実行す
ることを決め、発表する。

　・左右のおくばでしっかりかむ。
　・食べ物のあじをあじわいながら、よく

かむ。
　・かむ回数を決めてかむ。（30回）
　・よくかむよさを思い出しながら、しっ

かりかむ。
　・食べ物をのみこんでから牛乳をのむ。
　・食べ物がやわらかくなるまでかむ。

10 ○　自分なりのめあてを具体的に決められ
るよう個別に支援し、自分にできそうな
ことを見つけさせる。� （Ｔ１・Ｔ２）

○　今日の給食からやってみようという意
欲を持たせる。� （Ｔ１）

＊　自分の食べ方を振り返り、よくかむた
めの実践方法をまとめることができた
か。� （発表・ワークシート）

食育の視点：【心身の健康】
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＜参考　健康教育課 HP「学校における肥満対応ガイドライン」個別指導資料「ふくしまっ子健康教室」＞
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小学校実践例

学級活動⑵　エ　小学４年生　「おやつのとり方」

実態と課題

　本学級の児童は、アンケートの結果から９割が帰宅後におやつを食べている。そ
の内の８割がスナック菓子やチョコレート、ゼリーなど砂糖や油が多いものを摂取
している。保護者対象のおやつに関するアンケート調査結果からは、おやつの問題
点として、６割の保護者がおやつの量の取り過ぎにより夕ご飯が十分にとれないこ
とを挙げている。

ね　ら　い 　時間、種類、量を考慮した体によいおやつのとり方がわかり、自分の食生活を見
直すことができる。

段階 学習活動・内容 時間 ○指導上の留意点　　＊評価

つ
　
か
　
む

１　課題をつかむ。
　⑴　アンケート結果から今までのおやつ

の食べ方について振り返る。
　⑵　めあてをつかむ。

　　 自分の体によいおやつ作戦を
たてよう

６ ○　アンケートの結果から、何時に何を多
く食べているかを知らせる。� （Ｔ１）

○　保護者のアンケート結果から、何を食
べさせたいのか知らせる。� （Ｔ１）

○　子どもと保護者のアンケート調査結果
の違いに気付いた子どものつぶやきをめ
あてにつなげる。� （Ｔ１）

さ
ぐ
る
・
見
つ
け
る

２　おやつのとり方と役割について確認する。
　⑴　体によいおやつのとり方を知る。
　　・おやつの時間・種類・量
　⑵　おやつの役割について確認する。
　　・おやつの役割を知る。

３　体によいおやつ作戦を話し合う。
　⑴　時間、種類、量について話し合う。

　⑵　具体的な方法について考え発表する。

12

15

○　子どもと保護者のアンケート調査結果
の違いを取り上げることで、体によいお
やつの種類を決める手がかりにさせる。

� （Ｔ１）
○　おやつのとり方のポイントとして、時

間・種類・量を考えて食べることを捉え
させる。� （Ｔ２）

○　砂糖、油のとり過ぎは、肥満やむし歯
の原因になることを確認する。� （Ｔ２）

○　おやつの役割について確認する。（Ｔ２）

○　おやつのとり方のポイントである時
間、種類、量について自分手帳を活用し、
体によいおやつを考えさせる。� （Ｔ２）

○　作戦をたてる際の具体的な方法を考え
られるよう、児童の作戦を整理しながら
板書する。� （Ｔ１）

＊　自分の食生活を見直し、体によいおや
つのとり方の実践方法を決めることがで
きたか。� （ワークシート・発表）

決
　
め
　
る

４　おやつ作戦カードに具体的な目標を記
入し発表する。

　⑴　おやつの食べ方について、自分が実
践しようと思うことを記入する。

　⑵　自分の作戦を発表する。

５　栄養教諭からのアドバイスを聞く。
　⑴　自分手帳の活用について知る。

10

２

○　自分が実践することを、時間・種類・
量の観点から具体的な目標をもたせる。

� （Ｔ１）
○　具体的な改善となるように机間指導を

行い、個別に支援する。� （Ｔ２）
○　一人一人の考えを称賛し励ますことによ

り、児童の実践への意欲を高める。�（Ｔ１）
○　自分手帳を活用し、おやつの食べ方の

ポイントを再確認させる。� （Ｔ２）

食育の視点：【心身の健康】【食品を選択する能力】
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小学校実践例

学級活動⑵　エ　小学５年生　「朝食と生活リズム」

実態と課題

　朝食について見直そう週間における摂取率は100％であったが、課外活動や塾通

い、さらにはメディアの影響による慢性的な睡眠不足から朝食欠食につながってい

る児童もみられる。また、固定した児童が副菜、汁物を日常的に欠食している。

ね　ら　い
　自分たちの朝食についての課題を見つけ、栄養バランスに気を付けて朝食を食べ

る方法を考え、実践しようとする意欲や態度を育てる。

段階 学習活動・内容 時間 ○指導上の留意点　　＊評価

つ
　
か
　
む

１　本時のめあてをつかむ。

　⑴　生活・朝食チェックで生活習慣を振

り返り、よい点、改善が必要な点を発

表する。

　⑵　本時のめあてをつかむ。

　　
バランスのよい朝食を食べるに

はどうしたらいいだろう。

10 ○　ワークシートの生活・朝食チェックか

ら、よい点、改善が必要な点について気

付いたことを発表させる。� （Ｔ１）

○　生活習慣の振り返りから学習に対する

意欲を高める。� （Ｔ１）

さ
ぐ
る
・
見
つ
け
る

２　朝食の役割と理想的な食事量、内容を

知る。

　・脳にスイッチ

　・体にスイッチ

　・おなかにスイッチ

３　バランスのよい朝食を食べるための具

体的な方法をグループで考え、発表する。

　・メディアの時間を減らす。

　・夕食の残りを利用する。

　・自分で簡単に準備できるおかず、汁を

用意する。

　・食欲増進のために家事手伝いや体操で

体を動かす。

12

15

○　朝食の役割について自分手帳で説明す

る。� （Ｔ２）

○　理想的な食事量、内容について給食を

参考に知らせる。� （Ｔ２）

○　主食にごはんを選ぶと他のおかずが整

いやすいことを伝え、簡単朝食レシピを

動画で紹介する。� （Ｔ２）

○　家庭科で学習したことを踏まえて、栄

養のバランス、生活習慣の２つの視点か

ら改善策を話し合わせる。� （Ｔ１）

○　実践の困難な点を予想させ、その対策

も話し合わせる。� （Ｔ１）

決
　
め
　
る

４　本時の学習を振り返り、自分の朝食に

ついて改善していくための方法を記入

し、発表する。

８ ○　話合いの結果をもとにこれから実践す

る具体的なめあてが決められるよう支援

する。� （Ｔ１）

＊　栄養バランスや生活習慣を改善するた

めの実践方法を決めることができたか。

� （ワークシート・発表）

食育の視点：【食事の重要性】【心身の健康】
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＜参考　「自分手帳」福島県教育委員会　平成27年11月＞
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小学校実践例

学級活動⑵　エ　小学６年生　「バランスのよい食事」

実態と課題

　児童は、給食の時間を楽しみにしており、楽しい雰囲気で食事をとることができ
ている。個人差はあるが、ほとんどの児童が好き嫌いなく給食を食べることができ、
苦手だった野菜料理も学級全体の食べ残しはほとんどない。また、家庭科や学級活
動において、五大栄養素のはたらきや健康のためにバランスよく食べることの重要
性について学習している。しかし、事前の食生活アンケートの結果から、学校が休
みの日の食事については、朝・昼・夕、三食食べていない児童や、食事内容につい
ても不足しがちな野菜料理である副菜や汁物を食べない児童がいた。

ね　ら　い
　主食・主菜・副菜・汁物がそろうことで、栄養のバランスがよくなることを理解し、
バランスのよい食事をとるための具体的なめあてを考えることができる。

段階 学習活動・内容 時間 ○指導上の留意点　　＊評価

つ
　
か
　
む

１　課題をつかむ。
　⑴　アンケートの結果を見て気付いたこ

とを発表する。
　⑵　本時のめあてをつかむ。
　　

栄養バランスのよい食事を
見つけよう

５ ○　アンケート結果から、食事の回数や食
事内容について知らせる。

○　学校がない日は食事の回数が少ない児
童がいることや、野菜や汁物を家で食べ
ない児童が多いことから、実態を把握さ
せ、課題解決の意欲を喚起する。�（Ｔ１）

さ
ぐ
る
・
見
つ
け
る

２　栄養バランスのよい食事のとり方につ
いて考える。

　⑴　４種類の食事例を見て、気付いたこ
とを発表する。

　　①主食＋主菜　②主食＋主菜＋汁物
　　③主食＋副菜＋飲み物　④給食
　⑵　栄養バランスのよい食事について知

る。
　　・主食・主菜・副菜・汁物がそろって

いる。
３　給食以外の３つの食事例を改善する方

法を話し合う。
　　・副菜を取り入れる
　　・汁物を取り入れる。
　　・主菜に野菜を取り入れる。　など

15

15

○　アンケート結果を基にした食事例３例
と学校給食の献立を提示し、栄養バラン
スのよい食事のとり方のポイントに気付
かせる。� （Ｔ２）

○　自分手帳にある成長期に必要な栄養素
についても活用することで、日常生活で
振り返りができるようにし、成長期の食事
の重要性についての意識を高める。（Ｔ２）

○　学校給食の献立を参考に食事例の主
食・主菜・副菜・汁物について確認する。

� （Ｔ２）
＊　主食・主菜・副菜・汁物がそろうこと

で栄養のバランスがよくなることを理解
し、栄養のバランスのよい食事にするた
めの改善策について話し合うことができ
たか。� （観察・発表）

決
　
め
　
る

５　本時のまとめをする。
　⑴　自分の食事記録を見直し、栄養のバ

ランスのよい食事をするために、自分
が実践することや保護者に協力しても
らうことをワークシートに記入する。

10 ○　各自の食事の改善をするための具体的
な実践内容をまとめさせる。� （Ｔ１）

＊　自分の食生活を見直し、バランスのよ
い食事をするための具体的なめあてをま
とめることができたか。

� （発表・ワークシート）

食育の視点：【心身の健康】【食品を選択する能力】
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小学校実践例

家庭科　小学５年生　「食べて元気！ご飯とみそ汁！」

実態と課題

　数名の児童以外、ほとんどの児童は、家庭や外食等で一般的に使われている顆粒
だしの素の味に慣れており、和食本来の天然だしを目にすることもなく、また味わ
う機会も少ない実態である。また、日頃食べている学校給食は、天然だしを基本に
作られていることも知らずに食べているなど、和食への興味・関心が希薄である。

ねらい 　和食には、様々なだしがあることを理解し、おいしいみそ汁を作るためには、だ
しが必要であることを知る。

段階 学習活動・内容 時間 ○指導上の留意点　　＊評価

導
　
入

１　本時のめあてを確認する。

　 おいしいみそ汁を作るために、い
ろいろなだしについて知ろう。

５ ○　板書の題材計画の掲示をもとに、調理
実習や家庭でのおいしいみそ汁作りのた
めに和食のだしについて学習することを
確認する。� （Ｔ１）

展
　
　
　
　
　
　
開

２　６種類のだしを味わいながら、感じた
ことを話し合う。

　①にぼし（調理実習で使用）
　②こんぶ
　③かつおぶし
　④一番だし
　⑤貝柱（会津の郷土料理「こづゆ」で使用）
　⑥市販の粉末状のだし（化学調味料）

３　だしの入っているみそ汁（にぼしだし）
とだしが入っていないみそ汁を飲み比
べ、その違いを発表する。

35

20

○　事前に準備しておいた６種類のだしの
種類とその取り方を、だしの原料を提示
しながら口頭で説明する。� （Ｔ２）

○　だしを試飲するときの注意点、違いに気
付くためのポイントである色・香り・味わ
い等をワークシートに記録させる。�（Ｔ１）

○　やけど等の安全面に十分注意させなが
ら、机間指導を行い助言する。（Ｔ１・Ｔ２）

○　だしの違いについて発表させる。（Ｔ１）
＊　和食には、様々なだしがあることを知

ることができたか。（ワークシート・観察）

○　だしの有無以外、同じ条件で作った２
種類のみそ汁で、みそ汁の味の違いを味
わうことができることを知らせる。（Ｔ２）

○　だし入りみそ汁から、だしなしみそ汁の
順に試飲させ、香り、美味しさなど、違い
や感じたことを具体的にワークシートに記入
させ、意図的指名をして発表させる。（Ｔ１）

＊　おいしいみそ汁を作るためにだしが必
要であることを知ることができたか。

� （ワークシート・発表）

終
　
　
　
末

４　味覚の種類や味覚を豊かにするために
食生活で注意する点について知る。

５　本時の学習の振り返りをする。

６　後片付けをする。

10 ○　味覚は「甘味・塩味・酸味・辛味・苦味」
の５つあり、そのほかに日本特有のだし
による「うま味」があること、その味覚
を豊かにするためには添加物の多い食品
や刺激性の高い食品を取り過ぎないこと
が必要であることを知らせる。� （Ｔ２）

○　本時の学習の感想を書かせ、発表させ
る。� （Ｔ１）

＊　様々な和食だしを味わい、おいしいみ
そ汁を作る意欲を高めることができた
か。� （ワークシート・発表）

○　短時間で手際よく片付けさせる。
� （Ｔ１・Ｔ２）

食育の視点：【食品を選択する能力】【食文化】
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気付く

　家庭科担当教諭と栄養教諭が協力し合い、お互いの専門性を生かした授業づくりができ、おいしいみそ
汁を作るためには、だしが必要であるという、本時のねらいに効果的に迫ることができ、かつ効率的で
安全に授業を展開することができた。
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小学校実践例

体育科（保健領域）　小学６年生　「病気の予防」

実態と課題
　児童の生活調査から、朝食を毎日食べていない、家庭ではテレビゲームやタブレッ
ト端末で動画サイトを見る時間が３時間以上の児童が多いという実態が分かった。
　また、運動習慣がほとんどない児童が多いことも分かっている。

ね　ら　い
　生活習慣病を予防するには、バランスのよい食事、適度な運動、十分な休養・睡
眠をとり、健康によい生活習慣を身に付けることが必要であることを理解すること
ができる。

段階 学習活動・内容 時間 ○指導上の留意点　　＊評価

導
　
入

１　自分たちの生活習慣について振り返る。
２　生活習慣病はどんな病気なのか考え、

本時のめあてをつかむ。

　 生活習慣病を予防するにはどうす
ればよいだろうか。

10 ○　普段の生活習慣を振り返らせる。�（Ｔ１）
○　生活習慣病とはどんな病気なのか、

知っていることを発表させる。� （Ｔ１）
○　日本人の死因上位を生活習慣病が占め

ていること、福島県の三大死因の発生率
は他県よりも高いことを知らせる。（Ｔ２）

展
　
　
　
　
　
　
開

３　なぜ生活習慣病は起こるのか、二つの
血管を比較して理由を考える。

　・栄養の偏り・食べ過ぎ（糖分・脂肪分・
塩分のとり過ぎ）

　・運動不足・睡眠不足

４　どうしたら生活習慣病を予防できるか
をグループで考え、発表する。

　・ゲームの時間を減らして、外で友だち
と一緒に遊ぶといい。

　・ジュースなど糖分の多い物、脂肪分、
塩分が多い物は食べすぎないようにす
る。

15

15

○　健康な血管と脂肪がたまった血管を模
型で提示し比較させる。� （Ｔ１）

○　脂肪がたまった血管は生活習慣病につ
ながっていることにふれ、なぜ脂肪がた
まるのか原因を考えさせる。� （Ｔ２）

○　生活習慣の乱れが様々な生活習慣病に
つながることを理解させる。� （Ｔ１）

○　児童が好む食品やお菓子には脂肪分、
塩分を多く含むものがあることを知らせ
る。� （Ｔ２）

○　ワークシートの絵のような生活を続け
ている友だちに対して、生活習慣病を予
防する観点からの言葉がけを考えさせ
る。� （Ｔ１）

○　子どもの頃の生活習慣が、大人になっ
てからも影響することについて知らせ
る。� （Ｔ２）

＊　生活習慣病の原因となる生活習慣につ
いて考えることができたか。（観察）

終
　
　
　
末

５　生活習慣病を予防するための健康によ
い生活習慣について、自分の生活を振り
返りながらまとめる。

　・栄養の偏りのない食事をする。
　・適度な運動をする。
　・十分な休養・睡眠をとる。

５ ○　生活習慣病を予防するために、食事、
運動、休養・睡眠の視点から自分の生活
に置き換えて考えさせる。� （Ｔ１）

＊　自分の生活を振り返り、健康によい生
活習慣を身に付けることが必要であるこ
とを、理解することができたか。

� （ワークシート・発表）

食育の視点：【食事の重要性】【心身の健康】
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糖分、脂肪分、塩分が多い食品
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小学校実践例

道徳科　小学校２年生　「健康を守る」

実態と課題

　児童は、元気でよく体を動かし給食も進んでお代わりをして食べる様子が見られ
る一方、普段の給食の様子やアンケート結果から、偏食や食べ過ぎ、よくかんでい
ないなどの課題をもっている児童がいる。
　食べることは体にとって大事であるなど、体や健康を意識している児童は少ない。

ね　ら　い 健康に気を付けることの大切さを知り、よりよい生活をしようとする心情を育てる。

段階 学習活動・ 主な発問 時間 ○指導上の留意点　　＊評価

導
　
入

１　健康についてのアンケートの結果から
自分の生活を振り返る。

　・日常生活について・食生活について
２　栄養教諭と出会う。

５ ○　事前にとったアンケート結果を提示し、
自分の生活を振り返させることで、主題
に対する問題意識を高めさせる。�（Ｔ１）

○　栄養教諭を紹介する。� （Ｔ１）

展
　
　
　
　
　
　
開

３　めあて「元気な体をつくる」を確認する。

４　「かむかむメニュー」を読んで話合う。

　⑴　かずくんは、どうして小川先生の話
を聞いてもなぜ速く食べたのか考える。

　・おいしいから　　　・時間がない
　・速く食べて遊びたい。
　⑵　かずくんが夢を見た理由も考えてな

ぜよくかんで食べるようになったか、
かずくんの気持ちになって考える。

　
　かずくんは、なぜよくかんで食
べるようになったのでしょう

　・よくかんでいない、よくかめばよかった。
　・かまずに食べたものが膨らんで苦しく

なったから。
　・体のためによくかむ。
　・おなかがいたくならないようによくか

んで食べる　他。
５　元気な体をつくるためにどんなことに

気を付ければよいか考えて、ワークシー
トに書く。

５

５

10

10

５

○　健康という言葉が難しいので、「元気
な体をつくる」にする。� （Ｔ１）

○　挿絵を使いあらすじを確認する。
� （Ｔ１）
○　登場人物の栄養士の先生の話しを補足

しながら給食の「かみかみメニュー」も
紹介することで、健康を意識した給食が
作られていることに気付かせる。�（Ｔ２）

○　教科書の栄養士の小川先生の話を聞い
ても、かずくんは、よくかまずに速く食
べている気持ちをおさえる。� （Ｔ１）

○　教科書の続きを読み、夢で気付かされ
たことに触れ、よくかまなかった経験や
食べ過ぎて苦しかった経験を想起させる
ことで、かずくんの気持ちを考えやすく
する。� （Ｔ１）

○　生活習慣を振り返り、体によいと気付
いたことを、これからの生活に生かすこ
との大切さについて気付かせる。アン
ケートにも触れ、生活習慣についても考
えを広げる。� （Ｔ１）

＊　元気な体をつくるための、よい食習慣
やよりよい生活習慣について考えている
か。� （発表、ワークシート）

終
　
　
　
末

６　栄養教諭の話を聞き、元気な体をつく
ろうとする意欲を高める。

５ ○　実際に栄養管理に携わっている栄養教
諭から健康管理についての話をすること
で、正しい食習慣を確立しようとする意
欲を高めさせる。� （Ｔ２）

○　生活習慣についても触れる。� （Ｔ１）

食育の視点：【心身の健康】
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担任と栄養教諭で役割分担をして教科書を読む。

＜出典　教科書「新しい②　どうとく」　東京書籍＞
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小学校実践例

総合的な学習の時間　小学３年生　「新地町の食べ物をしょうかいしよう」

実態と課題
　毎日の給食を楽しみにしている。給食紹介「給食のひみつ」を通して給食で新地町
の食べ物を食べていることは知っているが、主体的に給食で使用している食材を捉え
たことはないので、新地町の良さと関連を図りながら学習し、地産地消の良さを知る。

ね　ら　い
　新地町では様々な食べ物が生産されており、地場産物を給食で使う良さを知り、
感謝して食べる大切さが分かる。

段階 学習活動・内容 時間 ○指導上の留意点　　＊評価

導
　
　
　
入

１　前日までの学習を振り返り、本時の課
題を確認する。

　 きゅう食でもいろいろな新地町の食べ
物をつかっていることをしらべよう。

10 ○　前時までの振り返りをさせる。�（Ｔ１）
○　さつまいもを栽培したことを振り返

り、野菜ができるまで時間と手間（植え
る・水やり等）がかかっていることを確
認する。また、おやつ作りの振り返りも
する。� （Ｔ１）

展
　
　
　
　
　
　
開

２　給食の使用食材を知る。
　⑴　給食の写真を見て、様々な食べ物を

使っていることを確認する。
　⑵　給食では安全を確認した、新地町の

野菜や果物・魚を使っていることを確
認する。

３　給食ができるまでには、多くの手間が
かかっていることを知る。

　・さつまいもは５カ月、野菜も農家の人
が時間と手間をかけて作っている。

　・学校に野菜等を届ける人、直売所など
のお店の人等がいる。

　・給食室では３人の調理員が、朝から給
食を作っている。

４　新地町の食べ物の良さを考えまとめる。
　友だちと交流し、考えをまとめる。
　　・地産地消の良さは、たくさんある。
　　・給食ができるまでには、たくさんの

手間がかかっているので、食べ物を
大切にする。

25 ○　給食では毎日、新地町の食べ物を使っ
ていることを説明する。� （Ｔ２）

○　安全管理体制を再度確認する。�（Ｔ２）
○　給食に使用された主な材料を説明す

る。� （Ｔ２）
　・ごはん：新地町の米　・牛乳：福島県産
　・魚・肉：魚は新地町や他の地域の水揚げ
　　　　　　豚肉は福島県産
　・野菜・果物：新地町や他の地域
　　　　　　　　いちごは、○君の家で

作っている。
○　給食ができるまでの流れを説明する。
� （Ｔ２）
○　安全・衛生に留意して給食を作ってい

る調理員がいることを説明する。�（Ｔ２）

○　なぜ給食に新地町の食べ物を多く使っ
ているのかを、まとめさせる。� （Ｔ２）

＊　給食では新地町産の食べ物を多く使っ
ていることや地産地消の良さを理解でき
たか。感謝して食べることが大切であるこ
とを理解できたか。（観察・ワークシート）

終
　
末

５　学習のまとめをする。
　⑴　代表者が発表する。
　⑵　地産地消の良さをまとめる。

10 ○　地産地消の良さをまとめ、感謝して食
べることの大切さを確認させる。�（Ｔ１）

食育の視点：【感謝の心】【食文化】



―　　―223

第
３
編

 
   

 
 
 
 
 
 

             
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

３年 名前                 

○め  新地町の食べ物をしょうかいしよう。 

   きゅう食でもいろいろな新地町の食べ物をつかっていることをしらべよう。 
 
１ きゅう食の食べものを調べてみよう。 
食べもの 作っている人・とってくる人 どこで 学校にとどけてくれる人 
ごはん：米 のう家 

 
新地町 相馬市のお店 

（ふなばしや：ごはん・パン）

牛にゅう らくのう家 
 

ふく島県 南そうま市のお店 
（まつなが牛にゅう） 

魚 
肉 

りょうし 
ちくさんのう家 

新地町 
そうま市 

新地町のお店 
（魚や・肉や） 

やさい 
くだもの 

のう家 新地町 
ふく島県 

新地町のお店 
(よりみち・あぐりや・やおや）

 

２ きゅう食では 新地町の食べものをつかっているのは、どうしてか考えてみよう。 
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小学校実践例

総合的な学習の時間　小学５年生　「さわやかだみそ汁を作ろう！」

実態と課題
　初めてプログラミングソフトを使う。切実性をもたせるために、家庭科の学習内
容と関連を図りながら実施する。

ねらい
　食育で学んできた「さ（魚）・わ（和食）・や（野菜）・か（海藻）・だ（だし・大豆）
を生かした「さわやかだみそ汁づくり」をプログラミングで作ることができる。
　みそ汁に入れる実の切り方や入れる順序を理解し、作り方を考えることができる。

段階 学習活動・内容 時間 ○指導上の留意点　　＊評価

導
　
　
　
入

１　前日までの学習を振り返り、本時の課
題を確認する。

　 「さわやかだみそ汁」の作り方を考
えよう。

10 ○　電子黒板にみそ汁作りの活動内容を提
示し、振り返る。� （Ｔ１）

○　自分のレシピを考えた後、友だちと交
流することを伝えお互いにレシピをより
良いものにしていこうとする意欲を高め
る。� （Ｔ１）

展
　
　
　
　
　
　
開

２　本時の課題を解決する。
　⑴　自分の「さわやかだみそ汁」を作る。
　　・みそ汁の実には特産のニラを入れよう。

　⑵　友だちと交流し、改善を図る。
　　・手順はどうだったかな？
　　・切り方はどうだったかな？
　　・こんな「さわやかだみそ汁」もある

んだね。

25 ○　プログラミングソフトを活用し、自分
で考えた「さわやかだみそ汁」を作成さ
せる。� （Ｔ２）

○　プログラミングの操作を支援する。（Ｔ１）

○　プログラミングソフトで作成したレシ
ピを見合いながら、アドバイスしたりレ
シピを改善したりできるようにする。

� （Ｔ１・Ｔ２）
＊　自分のみそ汁について手順や切り方が

合っていたかを確認したり、友だちのみ
そ汁の作り方についてアドバイスしたり
することができたか。

� （観察、プログラミングソフト）

終
　
　
　
末

３　学習のまとめをする。
　⑴　栄養教諭からの話を聞く。
　⑵　今後の学習について知らせる。

10 ○　栄養教諭からの健康な体づくりについ
て説明する。� （Ｔ２）

○　栄養教諭が食事調査の結果などを基
に、減塩や出汁について話す。また、「さ
わやかだみそ汁」の食材や作り方を説明
し、家庭で作ろうとする意欲を高めさせ
る。� （Ｔ２）

○　実際に家庭で作った「さわやかだみそ
汁」を協働学習支援ツールを活用して報
告する方法を確認する。� （Ｔ１）

食育の視点：【食品を選択する能力】【食文化】
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＜参考　プログラミングソフトは「タイムソフト社」の SCRATCH をベースとした＞
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中学校実践例

学級活動⑵　オ　中学１年生　「生活リズムは朝食から～中学生のよりよい朝食を工夫しよう～」

実態と課題

　中学１年生は、小学校との生活リズムの変化から生活習慣の乱れが起こりやすい
時期である。朝食の欠食理由としては、食欲がないや食べる時間がないといった就
寝、起床時刻との関連もみられることから、中学生としての生活リズムを見直すこ
とが重要である。

ね　ら　い
　朝食の役割に関心をもち、生活リズムを見直すことができる。
　朝食の栄養バランスや量を改善するための工夫を考えることができる。

段階 学習活動・内容 時間 ○指導上の留意点　　＊評価

意
　
識
　
化

１　中学生になってからの生活を振り返る。
　・部活動　・勉強　・忙しさ　・疲れ

２　本時の学習課題を把握する。

　　よりよい朝食を工夫しよう

５ ○　小学校との違いを実感させ、それらを
支えるために、給食の量も増加している
ことを知らせる。� （Ｔ１）

○　アンケートの結果から、特に朝食を見
直していく必要があることを示す。（Ｔ１）

現
状
把
握
・
原
因
追
求

３　朝食についてグループでまとめる。
　・朝食の役割をまとめ、朝食に必要な栄

養素について提案する。
　・朝食を摂るための生活のあり方をまと

め、生活時間の提案をする。

４　グループごとに発表する。

５　朝食の改善に向けて、簡単にできる朝
食作りを知る。

　・主菜…電子レンジで作るオムレツ
　・副菜…電子レンジで作る温野菜サラダ
　・汁物…味噌玉で作る味噌汁

15

15

10

○　朝食に関する資料を提示し、朝食の役
割についてまとめさせる。� （Ｔ２）

○　アンケートの結果を提示し、朝食を摂
るための生活をまとめさせる。� （Ｔ２）

○　自分手帳「食生活10～11」を活用させる。

○　各グループでの考えを黒板に掲示し、
学級で共有できるようにする。

� （Ｔ１・Ｔ２）
○　グループでのまとめの発表に対し、朝

食の役割、生活のあり方の理解を深めさ
せるために、必要に応じて補足する。

� （Ｔ１・Ｔ２）
○　電子レンジでオムレツ、温野菜サラダ、

味噌玉で作る味噌汁を作ってみせること
で、自分にもできる気持ちを醸成させる。

� （Ｔ２）

実
践
意
識
化

６　よりよい朝食にするための自分の改善
事項をまとめて発表する。

　⑴　自分の生活面、朝食の内容、量の改
善事項をグループの話し合いを参考に
考える。

　⑵　ワークシートにまとめ、発表する。

５ ○　継続して取り組めることを考えさせ
る。� （Ｔ１）

＊　自分にとって、よりよい朝食を食べて
いく工夫を考えることができたか。

� （発表・ワークシート）

食育の視点：【食事の重要性】【心身の健康】
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中学校実践例

学級活動⑵　オ　中学２年生　「スポーツと食事～食生活を見直して体力アップ～」

実態と課題
　中学２年生は秋の新人戦に向けて部活動の中心となり、また学校行事においても
活躍が求められる中核学年として重要な時期を迎えている。これまでの学習から体
を作る基盤は食生活にあることは学んできたが、実生活には十分結びついていない。

ねらい
　自らの食生活を見直すことから改善事項を決め、実践していこうとする意識を高
める。

段階 学習活動・内容 時間 ○指導上の留意点　　＊評価

意
　
識
　
化

１　本時の学習課題を把握する。
　⑴　自分の体の状況を知る。
　⑵　体脂肪率・筋肉量・推定骨量の自己

基準範囲を知り、改善に向け食生活に
視点を向ける。

　　
食生活を見直して体力アップを
はかろう

８ ○　１年生で測定した体組成計の結果を書
き写させることで、自分の体の状態を知
らせる。� （Ｔ１）

○　体脂肪率・筋肉量・推定骨量それぞれ
の改善に必要な栄養を知らせる。�（Ｔ２）

　・糖質
　・たんぱく質
　・カルシウム

現
状
把
握
・
原
因
追
及

２　スタミナ、筋肉、骨量をアップために
必要な栄養を知る。

　⑴　既習事項から栄養の働きをまとめる。
　

　⑵　資料を活用して成長期という視点も
盛り込んだまとめをする。

３　班に指定された栄養を摂るための方法
を考える。

　⑴　既習事項から栄養素を多く含む日常
で使用する頻度の高い食品をまとめる。

　⑵　食生活の中に取り入れる方法を具体
的に考える。

４　班ごとに栄養素の働きと過不足なく
摂っていく方法を発表する。

　⑴　各班の発表から、たんぱく質・カル
シウム・糖質の働きを知る。

　⑵　各班の発表から、たんぱく質・カル
シウム・糖質を食事で過不足なく摂る
方法を知る。

10

10

14

○　体力向上に必要なたんぱく質・カルシ
ウム・糖質について、班ごとに１課題、
その働きを既習事項からまとめさせてい
くことで、重要性について再確認させる。

� （Ｔ１・Ｔ２）
○　成長期という現在の状況を意識し考え

ていけるよう、資料を活用させる。
� （Ｔ１・Ｔ２）

○　それぞれの栄養素を含む食品を、数値
ではなく、日常での使用という観点から
既習事項をもとにまとめていく。

� （Ｔ１・Ｔ２）
○　食生活の中で継続して取り入れていく

という視点で考えさせる。�（Ｔ１・Ｔ２）

○　班ごとに発表させることで、課題の栄
養素の働きと食事として摂っていく方法
を共有する。� （Ｔ１・Ｔ２）

実
践
意
識
化

５　体力が上がる食生活になるよう自分の
改善方法を考える。

　⑴　改善方法を図るために必要な栄養
素、食事として取る方法を考える。

　⑵　ワークシートにまとめ、発表する。

８ ○　継続して取り組めることを発表させ
る。（Ｔ１）

＊　食生活を改善する工夫を考えることが
できたか。（発表・ワークシート）

食育の視点：【心身の健康】【食品を選択する能力】
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【成果と課題】 
 〇 自分の体の様子から、自らの食の問題点を改善するための実践方法を三食でどのように補ってい

くか、具体的に考えることができた。 

カルシウムは 20 歳ま

でしか骨に貯金できな

いんだって 

筋肉量 たんぱく質           骨量 カルシウム          スタミナ 炭水化物 

１ 自分の体の状態は 
 
    
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 体力アップのためには 
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中学校実践例

技術・家庭科（家庭分野）　「健康と食生活〜食事の計画〜」

実態と課題
　食事の大切さを理解しているが、自分で食事を整えている生徒は少なく、あまり
意識せずに食事をしている。成長期の中学生に必要な栄養を摂るための献立を考え
させ、食生活に関心をもち、よい食習慣を身に付けさせる大切さに気づかせる。

ねらい
　１日の栄養バランスを考えて、主食、主菜、副菜、汁物などの料理を組み合わせて、
給食の献立を考えることができる。

段階 学習活動・内容 時間 ○指導上の留意点　　＊評価

導
入

１　本時の学習内容を確認する。
　

　中学校の給食の献立を立てよう

３ ○　栄養教諭と一緒に学習すること、よい
献立は給食に取り入れることを告げ、学
習意欲を高める。� （Ｔ１）

展
　
　
　
　
　
　
開

２　給食の献立を考える。
　⑴　献立作成のポイントを知る。
　　・「主食」「主菜」「副菜」「汁物」を組

み合わせる。
　⑵　個人で、給食の献立を考える。

　⑶　献立をよりよくするポイントを知る。
　　・栄養バランス　・食べる人の好み
　　・調理法　・季節　・予算

　⑷　班ごとに話し合って決定する。
　　・個人で作成した献立を見直す。
　　・班で交換し、アドバイスを付箋に記

入する。
　　・個人で作成した献立をもとに、班で

給食の献立を考える。
　　・各班の献立を見て回り、付箋にアド

バイスを記入する。
　　・アドバイスをもとに自分の班の献立

の調整を行い、決定する。

37 ○　これまでの学習や日常の食事を思い出
させ、主食、主菜、副菜、汁物がそろっ
た食事が考えられるようにする。�（Ｔ１）

○　朝食で食べたものは統一する。�（Ｔ１）
○　参考とするものは、給食の献立表、教

科書、家庭科の資料集とする。� （Ｔ１）
○　給食の写真を提示し、献立を立ててい

るときに考えていることや気を付けてい
ることを話す。� （Ｔ２）

○　好きなものに偏った食事にならないよ
うに意識させる。� （Ｔ１）

○　考えを出しやすいように２色の付箋を
活用させる。

　ピンク…よい点　ブルー…改善点�（Ｔ１）
○　栄養教諭の話をもとに、話し合いがで

きるように支援する。� （Ｔ１・Ｔ２）

終
　
　
　
　
　
　
末

３　本時のまとめをする。
　⑴　各班が考えた献立を確認する。
　⑵　学習の振り返りをする。

４　次時の予告を知る。

10 ○　各班が考えた献立のよい点を確認す
る。� （Ｔ２）

○　どのような手順で献立を立てたか、そ
の際に必要なことは何かを確認する。

� （Ｔ１）
○　次時の夕食の献立を立てる際やこれか

らの家庭でどのように生かせるかを考え
させる。� （Ｔ１）

○　夕食の献立を個人で考えることを知ら
せる。� （Ｔ２）

＊　一日の栄養バランスを考え、主食・主
菜・副菜・汁物を組み合わせて、給食の
献立を考えることができたか

� （ワークシート・観察）

食育の視点：【食品を選択する能力】
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中学校実践例

総合的な学習の時間　中学３年生　「バランスのとれた食生活」

１年生「生活リズムと
朝食」（２時間）朝食の
役割についてまとめ、
生活リズムや食事内容
を見直す。

２年生「スポーツと食
事」（２時間）今までの
食生活を振り返り、体
力向上のための食事に
ついて考える。

３年生「バランスのとれ
た食生活」（２時間）
本時自分に必要な食事
について、家族に伝え
るトリセツを作る。

３年生「バランスのと
れた食生活」（１時間）
将来の自分に送るトリ
セツを作る。

段階 学習活動・内容 時間 ○指導上の留意点　　＊評価

導
　
　
　
入

１　本時の学習課題を把握する。
　⑴　食習慣調査、体組成計データから自

分の実態を知る。
　⑵　本時の学習課題を確認する。
　　 受験期の食事について考え、家族

に伝えるためのトリセツを作ろう。

10 ○　自分の体位や食事のバランスをワーク
シートに写し、気づいたことを記入させ
る。（Ｔ２）

展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開

２　既習事項を振り返る。
　⑴　１、２年生の食の学習について思い

出す。

　⑵　グループでまとめ発表する。

３　食事を作る人に伝えるトリセツを作る。
　⑴　自分の食生活を見直し、よりよくす

る方法を考える。

　⑵　グループの中でアドバイスをもらい
作成する。

　⑶　他のグループのトリセツを見て、参
考とする点を探す。

　⑷　トリセツを発表する。

　⑸　発表を聞いて、自分のトリセツを見
直す。

20

10

10

10

12

15

８

○　１、２年生の総合的な学習や２年生で
の家庭科で学習した内容を振り返り、２
年間の食に関する学習のまとめをさせ
る。� （Ｔ１・Ｔ２）

○　１、２年生での学習した資料を提示
し、想起させる。� （Ｔ１・Ｔ２）

○　発表ボードにキーワードを記入させ、
発表させる。� （Ｔ１）

○　自分が不足している栄養や食品につい
て、既習事項を盛り込んだトリセツを作
り、食事を作ってくれる人に伝えること
を話す。� （Ｔ１・Ｔ２）

○　前向きな取扱説明書を例示し、参考に
させる。

○　トリセツの記入方法として、食事を作
る人にやってもらいたいこと、その理由
を記入するように説明する。（Ｔ１・Ｔ２）

○　食事面だけでなく、生活の見直しや自
分でできる改善策も考えさせる。

� （Ｔ１・Ｔ２）
○　グループ内でトリセツを見せ合い、改

善点を付箋に記入させる。�（Ｔ１・Ｔ２）
○　他のグループの参考となる点や良い点

に、付箋を貼るように指示する。（Ｔ１・Ｔ２）
○　グループの代表に自分が作ったトリセ

ツまたは、他のグループの参考となる点
を発表させる。

○　発表を参考に、自分のトリセツを見直
しさせる。� （Ｔ１）

終
　
末

４　本時のまとめをする。
　⑴　本時の学習内容を確認する。

５ ＊　自分の食生活を振り返り、これからの
食生活をよりよくするためのトリセツを
作成することができたか。�（ワークシート）

○　作成したトリセツを今後の食生活に生
かしていけるよう、食事を作ってくれる
人に伝え、協力してもらえるように伝え
る。� （Ｔ１）

食育の視点：【食事の重要性】【心身の健康】
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１ 自分を知る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
BDHQ（簡易型自記式食事歴法質問票：brief-type self-administered diet history questionnaire）   

（２）体組成計の結果で、身体状況確認 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 食の授業の振り返り      

 
 
 
 
 
 
 
３ 食事を作ってくれる家族に伝えるトリセツを作る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 成果と課題 
  生徒一人一人の食事質問票の結果や体組成計のデータを使用したことで、自分の食生活の課題を知り、

今後の食生活に生かすためのトリセツを考えることができた。 
 

脳にスイッチ 炭水化物の多い食品  

体にスイッチ たんぱく質の多い食品  

おなかにスイッチ ミネラル、ビタミン 

      食物繊維の多い食品  

（１）「中学生・高校生のための食事質問票」

で栄養状態を確認する 

スタミナアップ → 炭水化物、 

筋肉量アップ → たんぱく質 

骨量アップ → カルシウム   

          

６つの食品群 

５大栄養素 

自分の必要量と同じお弁当箱に主食

３：副菜２：主菜１の割合 

具体的に書いてあって、

お家の人にも伝わるね 

ヒントコーナー


